
令和３年度
学校の教育目標を踏まえた学力向上の重点目標 学力向上検討委員会構成

○豊かに表現し，学び合う授業づくり 学力向上推進員 委員 校長 教頭 校長
研修主任 教務主任

○保護者との連携による家庭学習の充実 １学年主任 ３学年主任
４学年主任 ５学年主任
６学年主任 特別支援コーディネーター

【各校の取組状況の把握について】
◎次の（１）～（３）をバランスよく取り組み，学力の向上を推進

管理職による授業参観や教員からの報告等，様々な機会を捉え，取組状況の把握を行う。
（１）知識・技能の習得

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○基礎的・基本的な知識・技能が身に ・基礎的・基本的な知識・技能を全ての ・朝のドリルタイムでは，基礎・基本，スキ
付いていたり，与えられた課題にもまじ 児童が身に付けることができる。 ルアップタイムでは，応用力の習得を図る。
めに取り組めたりできる児童が多い。 ・身に付けた知識・技能を用いて，応用 ・復習や振り返りを大切にした授業づくりの
●学級内に学力の差が見られ，定着し 力を高めたり，他の学習や生活の場面 実践と共有を行う。
ていない児童もいる。。 において活用したりすることができる。 ・身に付けた知識・技能を活用できる場面

を設けたり，活用が見られた時には褒めた
りする。

（２）思考力・判断力・表現力等の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○少人数の中で，自分の考えを伝えた ・目的に応じて，根拠や理由を明らかに ・北島南小「授業のスタンダード」を使った
り，事前に準備できる課題では，自己 して，自分の考えを伝えることができる。 話し合いを，早い時期から行い，継続して
表現できる児童が多い。 発言力を高めていく。
●自分の思いや考えを根拠や理由を ・自分の思いや考えを「書く」場面を増や
挙げながら表現することに課題がある。 す。

（３）主体的に学習に取り組む態度の育成

児童生徒の状況（○よさ・●課題） 具体的目標（目指す子供の姿） 具体的方策（教員の取組） 中間期の見直し 達成状況（評価） 次年度における改善事項

○朝の読書，宿題など決められた課題 ・学び方を習得し，自分に必要な学習を ・「家庭学習の手引き」の見直しを行い，自
には，まじめに取り組む児童が多い。 選択して，進んで家庭での学習や読書 主学習のヒント提示し，よりよい学習につな
●家庭での読書，自主学習などの自分 に取り組むことができる。 げる。
から課題を見つけ選択して取り組むこと ・毎月２３日の家庭読書の日を児童が楽し
には，差が見られる。 みにできるよう工夫し，家庭での読書活動

を充実させる。
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